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ごあいさつ

　当連結会計年度（2018年4月1日～2019年3月31日）におけ
るドラッグストア業界におきましては、業種・業態を越えた競合
企業の新規出店、商勢圏拡大に向けた新たなエリアへの侵攻、Ｍ
＆Ａによる規模拡大、同質化する異業種との競争、それらが要因
となる狭小商圏化など、我々を取り巻く経営環境は厳しい状況
が継続しております。
　このような環境の中、当社グループは、エリアシェア拡大に向
けた主要都市での至近距離出店、インバウンド需要獲得のため
の新たな立地への展開とともに、既存店における免税対応店舗
の拡大（新店を含め929店舗（前期末比401店舗増））を図り、こ
れら店舗から得られた各種データを活用することで立地・環境
に合わせた最適な品揃えを実行してまいりました。
　調剤事業の強化・拡大に向けた取組みとしましては、厚生労働
省が進める「健康サポート薬局」の認可を受けた24店舗において
地域医療連携を推進するとともに、調剤サポートプログラムの
導入契約も順調に拡大しております。また、プライベートブラン
ド（ＰＢ）商品に関しましては、日常的なアスリートを応援する
当社管理栄養士監修シリーズとして「matsukiyo LAB アスリー
トライン」の展開を開始し、人気のエナジードリンクは第４弾と
なる爽快系成分を含んだ「EXSTRONG CAFOON ENERGY 
DRINK（エクストロングキャフーンエナジードリンク）」を発売
するなどＰＢ商品の構成比拡大に努めてまいりました。
　また、「matsukiyo」のトイレットペーパーが、世界最高峰のク
リエイティブ賞である「D＆AD賞」において部門最高賞の「イエ
ローペンシル賞」とともに、世界三大広告賞の一つ「The One 
Show」においてもメリット賞を受賞するなど、そのデザインに
おいても高い評価をいただいております。なお、これらプライ
ベートブランド戦略が奏功し、世界最大のブランディング専門

会 社 で あ る イ ン タ ー ブ ラ ン ド 社 に よ る『Japan Branding 
Awards 2018』において「Best of the Best賞」を受賞いたしま
した。
　海外事業としましては、中華人民共和国における越境ＥＣや
タイ王国での「マツモトキヨシ」店舗の展開も33店舗まで順調に
拡大し、台湾におけるドラッグストア事業に関しましても2018年
10月に1号店、11月に2号店をオープンするなどインバウンド
だけでなく国外においても外国人のお客様需要の獲得を図って
おります。
　新規出店に関しましては、銀座エリアでのシェア拡大に向け

「銀座みゆきAve.店」、新宿エリアでのシェア拡大に向けた「新宿
歌舞伎町店」などの至近距離展開を図るとともに、空港における
国際線ターミナル直営1号店となる「福岡空港国際線ターミナル
店」、出国手続き後エリアへの初出店となる「成田国際空港第1
ターミナル店」、世界遺産に登録された富士山を望む「富士山静
岡空港店」、アウトレット7店舗目となる「ＯＵＴＬＥＴ三井アウ
トレットパーク木更津店」のオープンなど、多彩なフォーマット
で展開できるノウハウを生かし、グループとして81店舗をオー
プ ン し ま し た。ま た、既 存 店 舗 の 活 性 化 を 目 的 と し て

「matsukiyo LAB」への業態変更を含め88店舗の改装を実施す
るとともに、不採算店舗31店舗の閉鎖など収益構造の改革を着
実に進めております。その結果、当連結会計年度末におけるグ
ループ店舗数は1,654店舗となりました。
　以上の結果、売上高5,759億91百万円（前期比3.1％増）、営業
利益360億28百万円（同7.3％増）、経常利益389億78百万円（同
7.9％増）、親会社株主に帰属する当期純利益250億35百万円

（同10.0％増）となり、売上及び各利益とも、過去最高となりま
した。

第12期　連結累計期間の業績について

売上高 （百万円）

総資産 （百万円）

営業利益 （百万円）

純資産 （百万円）

経常利益 （百万円）

1株当たり当期純利益 （円）

親会社株主に帰属する当期純利益 （百万円）

1株当たり配当金 （円）

連結財務ハイライト

　株式会社マツモトキヨシホールディングスの第12期連結累計期間（2018年4月1日～2019年3
月31日）のご報告と第13期の取組みについてご説明するにあたり、ここに謹んでご挨拶申し上げ
るとともに、株主の皆様の平素のご支援に対し、厚く御礼申し上げます。 代表取締役社長　松本	清雄

※  当社は、2018年1月1日（第11期）付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っております。「1株当たり当期純利益」及び「1株当たり配当金」は、当該株式分割後の金額を記載しております。

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年2月16日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、第11期に係る主要な経営指標等については、当該会計基
準等を遡って適用した後の指標等となっております。



①   深化した次世代ヘルスケアサービス
の推進

　当社グループは、競争がますます激しく
なる環境の中において、社会構造やお客様
のライフスタイルの変化などをいち早く
察知し、すべての人がいつまでも美しく、
健康で心豊かな生活を送れるよう取組ん
でまいります。
　そのためには、既存事業であるドラッグ
ストア店舗・保険調剤薬局をただ拡大する
だけなく、創業の原点である薬・化粧品・調
剤の3つを柱に、信頼され選ばれるドラッ
グストア、かかりつけ薬局を目指し、「高い
専門性」、「マツモトキヨシならではの独自
性」を高め、地域包括ケアシステムの一員

として地域社会へ貢献できるよう努めて
まいります。
②   利益につながるデジタルマーケティ

ングの推進
　当社グループは、急速に進化するＩＴを
活用することで、お客様の生活スタイルの
変化や嗜好・ニーズを的確にとらえ、一人
ひとりのお客様との距離を縮め、深く繋が
れるようデジタルマーケティング基盤の
強化に取組んでまいります。
　6,000万を超えるお客様との接点を活
用した分析力を更に高め、当社にしかない
商品の開発やメーカー様向けブランド
マーケティング支援を推進するだけでな
く、マーケティングノウハウそのものを

サービス化し、異業種との連携を拡大する
など、既存の枠にとらわれずに新しい収益
の柱となるよう企業価値の向上に努めて
まいります。
③ 積極的なグローバル展開の推進
　当社グループは、パスポートデータ分析
を活用した最適な品揃えやキャッシュレ
ス決済への対応など、国内インバウンド対
応を高度化するだけでなく、アジアを中心
とした海外店舗展開と合わせて、グローバ
ル会員獲得に向けた仕組みづくりや海外
で支持される商品の開発、提供に取組み、
グローバル基盤の確立に向けて積極的に
推進してまいります。

　当社グループは、「美と健康の事業分野において『売上高1兆円企業』を目指す。」を経営ビジョンとして掲げ、美と健康の分
野においてなくてはならない企業グループを目指しております。そのビジョン実現に向けて「専門性×独自性による美と健
康の地域貢献（役割・責務）」、「既存の枠にとらわれない新しいビジネスの創造（挑戦・成長）」、「企業価値を高めるグループ経
営の高度化（統治・改革）」を戦略テーマとして設定し、取組んでまいります。

対処すべき課題

経営ビジョン 
美と健康の事業分野において

『売上高1兆円企業』を目指す。

経営目標
2020年度
グループ売上高 8,000億円
ROE　 10％以上の維持・継続

グループ経営理念

経営方針 （中期経営計画）

店舗ネットワーク (2019年3月31日現在)

北海道・東北エリア

91 店舗
展開

甲信越エリア

119 店舗
展開

関東エリア

910 店舗
展開

東海・北陸エリア

152 店舗
展開

関西エリア

136 店舗
展開

中国・四国エリア

61 店舗
展開

九州・沖縄エリア

185 店舗
展開

「マツモトキヨシ」の海外展開について
①当社とCentral Food Retail Company Ltd.の共同出資により設立しましたセントラル＆マツモトキヨシ リミテッドを通じてタイ王国に33店舗展開しております。
②台湾松本清股份有限公司を通じて台湾に2店舗展開しております。
※タイ王国の33店舗及び台湾の2店舗は、上記グループ店舗総数に含んでおりません。

全国に932店舗展開

北海道・東北エリア・関東エリアに167 店舗展開

九州・沖縄エリアを中心に159店舗展開

(本社)宮城県仙台市青葉区

(本社)福岡県福岡市博多区

(本社)東京都墨田区

関東エリアに138店舗展開

(本社)千葉県松戸市

関東エリア・関西エリアに調剤薬局22 店舗展開

(本社)岡山県岡山市南区

中国・四国エリア・関西エリアに73店舗展開

(本社)石川県金沢市

東海・北陸エリアに44店舗展開

(本社)長野県長野市(本社)千葉県松戸市

甲信越エリアに119店舗展開

1,654店舗店舗総数 
グループ



マツモトキヨシプライベート商品 

ZOOM UP!

 商品開発コンセプト
日ごろから真剣にスポーツに取組むアスリートをターゲットとして開発した
matsukiyo LAB（マツキヨラボ）ブランドの商品シリーズです。当社の管理栄養士
などの専門家が監修し、アスリートが最高のパフォーマンスを出せるようサポート
することを目指しています。

 商品開発担当者のおもい
2020年に向け、スポーツ愛好者、健康意識の高まり、鍛えてボディスタイルを美
しくしたい方の増加を背景に、ドラッグストアで手軽に購入できるプロテインやア
ミノ酸含有商品の開発を目指しました。高スペックであること、続けやすい美味し
さにもこだわりました。

 商品のいちおしポイント
トレーニングを効果的にサポートできるよう、配合成分や純度にこだわっています。
2019年5月に、SNS等で話題急上昇の成分「HMB」（ベータ・ヒドロキシ・ベータ・メ
チルブチレート）を含有した商品を初めて発売しました。プロテインと同時摂取する
ことにより、より効果的にサポートします。

価格 118円～3,960円（税込）
発売日   2018年6月より「アスリートライン」を新たに展開、2019年5月11日に「HMB3000 with CREATINE」「プロテイン

ドリンク」を新発売しました。2019年7月には「HMBプロテイン」を発売予定です。

matsukiyo LAB（マツキヨラボ）アスリートライン

日本初のブランディング活動評価アワード
『Japan Branding Awards 2018』において
マツモトキヨシホールディングスのプライベートブランド

「matsukiyo」が最高賞を受賞

TOPICS

「1st for you. あなたにとっての、いちばんへ。」をグループ経営理念に掲げ、全国にドラッグストアを広くチェーン展開する
株式会社マツモトキヨシホールディングス（千葉県松戸市：代表取締役社長  松本清雄）は、世界最大のブランディング専門会
社であるインターブランド社による日本で初めての「ブランディング活動」を評価する新たなアワード『Japan Branding 
Awards 2018』において、「サントリーホールディングス株式会社」「パナソニック株式会社」「株式会社久原本家」とともに、
最高賞にあたる Best of the Best 賞を受賞いたしました。

matsukiyoは、毎日の暮らしをより美しく、
健やかに、楽しく彩る、アイデアを利かせたブランド



会社概要・株式の状況等 (2019年3月31日現在)

会社概要

株式の状況

役員 (2019年6月27日現在)

株主メモ

株主優待について

●	名称	................. 株式会社マツモトキヨシホールディングス

●	所在地	.............. 〒270-8511	千葉県松戸市新松戸東9番地1

●	電話番号	........... 047-344-5110(代表)

●	設立	................. 2007年10月1日

●	資本金	.............. 220億51百万円

●	事業内容	........... 子会社の管理・統轄及び商品の仕入・販売

●	発行可能株式総数	......................................... 420,000,000株

●	発行済株式総数	............................................ 109,272,214株

●	株主数	.................................................................. 22,257名

●	大株主(上位10名)

株主名 保有株式数
（単位：株）

持株比率
（単位：％）

株式会社マツモトキヨシホールディングス 6,507,508 5.96 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 5,239,300 4.79 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,635,500 4.24 

株式会社千葉銀行 4,515,600 4.13 

株式会社南海公産 3,587,176 3.28 

松本　鉄男 3,277,300 3.00 

松本　南海雄 2,940,980 2.69 

エーザイ株式会社 2,815,000 2.58 

松本　貴志 2,516,500 2.30 

松本　清雄 2,513,400 2.30 

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 6月中
1単元の株式数 100株
期末配当金
受領株主確定日 3月31日

中間配当金
受領株主確定日 9月30日

株主名簿管理人
特別口座の管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社
〒100-8212 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

同上連絡先

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1－1
電話　0120ー232ー711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部(証券コード3088)

公告の方法

電子公告
公告掲載URL
https://www.pronexus.co.jp/koukoku/3088/3088.html
ただし、やむを得ない事由により電子公告による
公告をすることができない場合は、日本経済新聞
に掲載いたします。

代表取締役会長 松本　南海雄
代表取締役社長 松本　清雄
専務取締役 松本　貴志
常務取締役 大田　貴雄
取締役 石橋　昭男
取締役 小部　真吾

社外取締役 松下　功夫
社外取締役 大村　宏夫
社外取締役 木村　惠司
常勤監査役 本多　寿男
社外監査役 鈴木　哲
社外監査役 須永　明美

当社は、株主の皆様へ、日頃よりご愛顧
いただいております感謝の気持ちを込め
まして、株主優待として、年2回、当社
グループの店舗でご利用可能な商品券を
お送りしております。
是非とも当社グループの店舗をご利用く
ださいますようお願いいたします。

株主優待の内容

優待内容: 当社グループ店舗で利用可能な商品券

対　　象: 毎年3月末及び9月末現在の当社株主名簿に記載又は
記録された1単元(100株)以上所有の株主様

贈呈基準: 100株以上500株未満 2,000円分
500株以上1,000株未満 3,000円分
1,000株以上 5,000円分

贈呈時期: 毎年以下の時期の発送を予定しております。
・基準日が9月30日の場合は12月上旬
・基準日が3月31日の場合は6月下旬

(注) 調剤薬局にて医療機関より処方される処方薬には利用できませんのでご了承ください。

https://www.matsumotokiyoshi-hd.co.jp/
〒270-8511 千葉県松戸市新松戸東9番地1
TEL.047-344-5110(代表)

環境に配慮した
「ベジタブルインキ」を
使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

見 本

金融商品取引業者（1.30％）
1,419,378株

外国法人等（36.64％）
37,853,017株

金融機関（24.14％）
26,382,260株

個人・その他（19.95％）
21,796,256株

その他の法人（14.01％）
15,313,795株

自己名義株式（5.96％）
6,507,508株

●	保有者別株式状況


